
ネットワークドメイン

この章は、次の内容で構成されています。

•ネットワークドメイン（1ページ）
•ブリッジドメイン（2ページ）
• VMMドメイン（2ページ）
•物理ドメイン設定（4ページ）

ネットワークドメイン
ファブリック管理者は、ポート、プロトコル、VLANプール、およびカプセル化を設定するド
メインポリシーを作成します。これらのポリシーは、単一テナント専用にすることも、共有す

ることもできます。ファブリック管理者がACIファブリック内にドメインを設定すると、テナ
ント管理者はテナントエンドポイントグループ（EPG）をドメインに関連付けることができ
ます。

以下のネットワークドメインプロファイルを設定できます。

• VMMドメインプロファイル（vmmDomP）は、仮想マシンのハイパーバイザ統合のために

必要です。

•物理ドメインプロファイル（physDomP）は、ベアメタルサーバ接続と管理アクセスに使

用します。

•ブリッジド外部ネットワークドメインプロファイル（l2extDomP）は通常、ACIファブ
リックのリーフスイッチにブリッジド外部ネットワークトランクスイッチを接続するた

めに使用されます。

•ルーテッド外部ネットワークドメインプロファイル（l3extDomP）は、ACIファブリック
のリーフスイッチにルータを接続するために使用されます。

•ファイバチャネルドメインプロファイル(fcDomP)は、ファイバチャネルのVLANとVSAN
を接続するために使用されます。

ドメインは VLANプールに関連付けられるように設定されます。その後、EPGは、ドメイン
に関連付けられている VLANを使用するように設定されます。
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EPGポートと VLANの設定は、EPGが関連付けられているドメインインフラストラク
チャ設定で指定されている設定に一致する必要があります。一致しない場合、APICでエ
ラーが発生します。そのようなエラーが発生した場合は、ドメインインフラストラクチャ

設定が EPGポートと VLANの設定に一致していることを確認してください。

（注）

関連資料

レイヤ 3のネットワーキングの詳細については、『Cisco APIC Layer 3 Networking Configuration

Guide』を参照してください。

VMMドメインの設定の詳細については、『Cisco ACI Virtualization Guide』の「Cisco ACI Virtual
Machine Networking」を参照してください。

ブリッジドメイン

ブリッジドメインについて

ブリッジドメイン (BD)はファブリック内のレイヤ 2フォワーディングの構造を表します。1
つ以上のエンドポイントグループ（EPG）を 1つのブリッジドメインまたはサブネットと関
連付けることができます。ブリッジドメインには1つまたは複数のサブネットを関連付けるこ
とができます。1つまたは複数のブリッジドメインの組み合わせによってテナントネットワー
クを形成します。2つの EPGの間でのサービス機能を挿入するときには、それらの EPGは個
別BDの中になければなりません。2つの EPGの間でのサービス機能を使用するには、これら
の EPGは分離している必要があります。このことは、レイヤ 2およびレイヤ 3に基づく、レ
ガシーサービス挿入に従います。

VMMドメイン

Virtual Machine Managerドメインの主要コンポーネント
ACIファブリック Virtual Machine Manager（VMM）ドメインにより、管理者は仮想マシンコ
ントローラの接続ポリシーを設定できます。ACIVMMドメインポリシーの基本的なコンポー
ネントは次のとおりです。

• Virtual Machine Managerドメインプロファイル：同様のネットワーキングポリシー要件
を持つVMコントローラをグループ化します。たとえば、VMコントローラはVLANプー
ルとアプリケーションエンドポイントグループ（EPG）を共有できます。APICはコント
ローラと通信し、のちに仮想ワークロードに適用されるポートグループなどのネットワー
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ク設定を公開します。VMMドメインプロファイルには、次の基本コンポーネントが含ま
れます。

•クレデンシャル：有効なVMコントローラユーザクレデンシャルをAPIC VMMドメ
インと関連付けます。

•コントローラ：ポリシーの適用ドメインの一部であるVMコントローラへの接続方法
を指定します。たとえば、コントローラはVMMドメインの一部であるVMwarevCenter
への接続を指定します。

1つのドメインにVMコントローラの複数のインスタンスを
含めることができますが、それらは同じベンダーのものであ

る必要があります（VMwareまたはMicrosoftなど）。

（注）

• EPGの関連付け：エンドポイントグループにより、エンドポイント間の接続と可視性が
VMMドメインポリシーの範囲内に規制されます。VMMドメインEPGは次のように動作
します。

• APICは、これらの EPGをポートグループとして VMコントローラにプッシュしま
す。

• 1つの EPGは、複数の VMMドメインをカバーでき、1つの VMMドメインには複数
の EPGを含めることができます。

•接続可能エンティティプロファイルの関連付け：VMMドメインを物理ネットワークイン
フラストラクチャと関連付けます。接続可能エンティティプロファイル（AEP）は、多数
のリーフスイッチポートで VMコントローラポリシーを展開するための、ネットワーク
インターフェイステンプレートです。AEPは、使用できるスイッチやポートおよびその
設定方法を指定します。

• VLANプールの関連付け：VLANプールは、VMMドメインが消費するVLANカプセル化
に使用する VLAN IDまたは範囲を指定します。

Virtual Machine Managerのドメイン
APIC VMMドメインプロファイルは、VMMドメインを定義するポリシーです。VMMドメイ
ンポリシーは APICで作成され、リーフスイッチにプッシュされます。

VMMドメインは以下を提供します。

•複数の VMコントローラプラットフォームに対してスケーラブルな耐障害性サポートを
可能にする、ACIファブリックの共通レイヤ

• ACIファブリック内の複数のテナントに対する VMMサポート

ネットワークドメイン

3

ネットワークドメイン

Virtual Machine Managerのドメイン



VMMドメインには、VMware vCenterやMicrosoft SCVMMManagerなどの VMコントローラ
と、VMコントローラと対話するためのACIAPIに必要なクレデンシャルが含まれます。VMM
ドメインはドメイン内のVMモビリティを実現できますが、ドメイン間は実現できません。単
一の VMMドメインコントローラに VMコントローラの複数のインスタンスを含めることは
できますが、同じタイプである必要があります。たとえば、1つの VMMドメインに、それぞ
れが複数の VMを実行する複数のコントローラを管理する多くの VMware vCenterを含めるこ
とができますが、SCVMMManagerも含めることはできません。VMMドメインはコントロー
ラ要素（pNIC、vNIC、VM名など）をインベントリに含め、コントローラにポリシーをプッ
シュして、ポートグループなどの必要な要素を作成します。ACIVMMドメインはVMモビリ
ティなどのコントローライベントを監視し、状況に応じて応答します。

物理ドメイン設定

物理ドメインの設定

物理ドメインは、特定の VLANネームスペースが使用される範囲を制御します。物理ドメイ
ンと関連付けられた VLANのネームスペースは、仮想サーバからのポートグループのスタ
ティックマッピングに使用できますが、非仮想サーバを対象としています。物理デバイスタ

イプの物理ドメインを設定できます。

始める前に

•テナントを設定します。

ステップ 1 メニューバーで [Fabric]をクリックします。

ステップ 2 サブメニューバーで [External Access Policies]をクリックします。

ステップ 3 [Navigation]ウィンドウで、[Physical and External Domains]を展開し、[Physical Domains]をクリックします。

ステップ 4 [Actions]ドロップダウンリストで [Create Physical Domain]を選択します。[Create Physical Domain]ダイア
ログボックスが表示されます。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明名前

物理ドメインプロファイルの名前。名前（Name）

このドメインに関連付けられる、アタッチ可能なエンティティプロファイ

ルを選択します。

Associate Attachable Entity
Profiles

物理ドメインが使用する VLANプール。VLANプールは、APICによって
この物理ドメインを使用しているサービスグループテンプレートに対して

VLAN Pool

割り当てられる VLANのプールの範囲を指定します。[Dynamic]または
[Static]の割り当てをクリックします。
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ステップ 6 （任意） AAAのセキュリティドメインを追加し、[Select]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

REST APIを使用した物理ドメインの設定
物理ドメインは、VLANプールとアクセスエンティティプロファイル（AEP）間のリンクと
して動作します。ドメインはファブリックの設定をテナントの設定に結びつけます。ドメイン

をEPGに関連付けるのはテナント管理者であり、ドメインが作成されるのは [Fabric]タブだか
らです。この順序で設定すると、プロファイル名と VLANプールのみが設定されます。

次の例のような XMLを POSTを送信することによって物理ドメインを設定します。

例：

<physDomP dn="uni/phys-bsprint-PHY" lcOwn="local" modTs="2015-02-23T16:13:21.906-08:00"
monPolDn="uni/fabric/monfab-default" name="bsprint-PHY" ownerKey="" ownerTag="" status=""

uid="8131">
<infraRsVlanNs childAction="" forceResolve="no" lcOwn="local"

modTs="2015-02-23T16:13:22.065-08:00"
monPolDn="uni/fabric/monfab-default" rType="mo" rn="rsvlanNs" state="formed" stateQual="none"

status="" tCl="fvnsVlanInstP" tDn="uni/infra/vlanns-[bsprint-vlan-pool]-static" tType="mo"
uid="8131"/>

<infraRsVlanNsDef forceResolve="no" lcOwn="local" modTs="2015-02-23T16:13:22.065-08:00"
rType="mo"

rn="rsvlanNsDef" state="formed" stateQual="none" status="" tCl="fvnsAInstP"
tDn="uni/infra/vlanns-[bsprint-vlan-pool]-static" tType="mo"/>

<infraRtDomP lcOwn="local" modTs="2015-02-23T16:13:52.945-08:00"
rn="rtdomP-[uni/infra/attentp-bsprint-AEP]"

status="" tCl="infraAttEntityP" tDn="uni/infra/attentp-bsprint-AEP"/>
</physDomP>
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


